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48.76 0.53K0 0.03K0 0.47K0 0.07K0 0.11K0 4.5 18 90 
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写真-9.7.6 間知ブロック擁

壁の前面側への滑り出し

写真-9.7.7 擁壁の被害例

写真-9.7.5 ブロック積み

擁壁の転倒例

（地震直後にほぼ鉛直に起き上が

り、数日後に転倒状態に達し、

背面住宅にもたれかかった例）

（背面地盤全体のすべりによ

り、擁壁が押し出されて前面

の側溝がつぶされた状態）

写真-9.7.4 ブロック塀によ

る土留め擁壁の崩壊

9.7.3 基礎の被害概要 

(1) 戸建て住宅の基礎 

 写真-9.7.8 に基礎の被害状況を示す。これら基礎の被害の大半は、液状化や地盤変動に

伴って生じている。基礎の被害の殆どは、古い木造の無筋・ブロック・束またはこれらに

類する基礎で現在の規準を満足しないものが大半であり、現行規定を満足するような鉄筋

コンクリート造の基礎が大きく破断した例は確認できなかった。 

 著しい液状化等が生じた地点では、地盤改良や小口径鋼管杭を利用した住宅も多いと考

えられるが、鋼管杭の浮き上がりなどの被害も認められた。 

 また、今回の調査した範囲では、増築を行った住宅のなかには、増築部で地盤改良など

を採用しており、増築部の沈下は生じていなかったが、既存基礎と増築部の基礎で支持性

能が異なっていたため、既存基礎が沈下した例も認められた。 

 

写真-9.7.8 住宅基礎の被害例
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図-9.7.6 当該地域における基礎・地盤の被害状況

図-9.7.7 排水管（ドレン）を建物

下に配して、地下水位を低減した
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図-9.7.4 被災敷地内の表面波探査
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ている可能性はあるものの、基礎の著しいひび割れなどの構造的被害はほとんど認められ

なかった。図-9.7.17、図-9.7.18 に、今回実施した SWS 試験結果と表面波探査結果を示す。 

（黄色：新期砂丘堆積層、白：沖積平野堆積層）

（柏崎市 ,刈羽村の地形・表層地質状況 (出典 :新潟

県土地分類基本調査図 )の表層地質と地形図の

調査地域部分を重ねあわせたもの）

（緑：三角州、黄色：被覆砂丘）

（柏崎市 ,刈羽村の地形・表層地質状況 (出典 :新潟

県土地分類基本調査図 )の地形と地形図の調査

地域部分を重ねあわせたもの）

左：地盤変動による被害が甚大であった地点の状況

中：上記地点において建物の不同沈下を増大させたと考えられる擁壁の変形

右：川に沿った道路の変形に伴う電信柱の傾斜

写真-9.7.15 松波地区の被害概要

図-9.7.8 松波・橋場地区の

被害地域
図-9.7.9 松波・橋場地区の新旧地形図の比較

（国土地理院の数値地図

25000(地図画像 )を使用）

（左：国土地理院の数値地図 25000(地図画像 )を使用、右：旧地形図 (明治 45 年 )、
青線は旧地形図における針葉樹林の低地の境界線）

図-9.7.10 調査地の表層地質 図-9.7.11 調査地の微地形区分

液状化被害有

特に被害大

液状化被害有
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図-9.7.15 2006 年に実施した橋場地区での地盤調査結果

（表面波探査とスウェーデン式サウンディング試験結果）

（国土地理院の数値地図 25000(地図画像 )を使用）

（国土地理院の数値地図 25000(地図画像 )を使用）

写真-9.7.16 橋場における大きな地割れ

地層境界付近の土手の陥没、赤く囲んだ範囲

が沈下範囲(約 30cm)、地割れは矢印の方向

図-9.7.16 橋場地区の被害と地盤調査

の実施地点
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(4) 山本団地 

 橋場地区から東北約 1km にある山本団地では、液状化及びそれに起因すると考えられる

裏山の崩壊により、住宅や宅地・擁壁に数多くの被害が発生した。図‑9.7.19 に被害概要

を、写真‑9.7.17 に被害状況を示す。この団地周辺は、表層地質図（新潟県土地分類基本

調査図、国土庁、昭和 61 年）から判断すると、崖上が砂丘、崖下が低地に位置する地形等

の境界付近に位置する。聞き取り調査の結果からこの団地は約 34 年前に造成され、山側の

砂丘を崩して切り盛り造成したと考えられる。玄関脇で高さ 1m 程度、地下水位が吹き出し、

地盤の沈下等が生じた地域もあったようである。なお、写真‑9.7.18 は、図‑9.7.19 におい

て青で囲んだ砂丘斜面の頂部付近で確認した地表面での湧水の状況であり、砂丘全体に地

下水位が高い可能性が考えられる。 

 図‑9.7.20 は、被害状況の概要を断面図としてまとめたものである。最上部の砂丘裏山

の崩壊、最上段の擁壁の滑り出しによる側溝のつぶれ、中段の住宅敷地における地盤の陥

没による基礎の破断や住宅の著しい傾斜、下段側の擁壁の転倒とそれに伴う擁壁前面側の

住宅の外壁の損傷などがあげられる。一体の鉄筋コンクリート造の基礎を有する新しい住

宅では、概ね剛体的な傾斜であったが、無筋・ブロック・独立基礎と考えられる古い基礎

では基礎が大きく破断して上部構造の崩壊に繋がった事例が認められた。 

 上段擁壁は、高さ 2～2.5m 程度の間知の谷積みブロック（壁勾配は水平面から約 70 度）

である。下段側の宅地擁壁は高さ 2m 前後である。上段間知ブロックの壁体自体の損傷は軽

微であるが、最大 30cm 程度の滑りだしが認められた。住宅下段側の擁壁は、壁高 50cm 程

度のコンクリート擁壁の上にブロック等を鉛直に済み上げた増し積み擁壁が大半である。 

 図‑9.7.21 は、当該地域における造成段階及び住宅建設後の擁壁工事の関係と地震によ

る被害の関係を示したものである。また、図‑9.7.22 は、被害を受けた擁壁の概要である。

聞き取り調査によると、造成段階では高さ 500 程度のコンクリート擁壁の背面にはのり面

（高さ 1m 程度）があったが、住宅建設後に 1m 程度増し積んだ例が多いことがわかった。

被害状況から判断すると、地震による液状化等によって増し積み下部のコンクリート擁壁

に沈下や水平変位が生じて、上部のブロック擁壁等の転倒をもたらしたと考えられる。 

 図‑9.7.23 に、山本団地における地盤調査の測定位置を、図‑9.7.24、図‑9.7.25 に、表

面波探査結果及び SWS 試験結果を示す。推定されるせん断波速度の値は 100m/s 程度と小さ

く、粘土質の可能性も考えられる。また、SWS 試験結果から判断すると、下段擁壁の背面

地盤はかなり軟弱な砂層が表層にあり、上段擁壁の背面の表層部はやや締まった砂層と考

えられる。地下水位は下段擁壁の前面では地表面付近に存在していると考えられる。 

青（図中、左側の楕円で囲んだ地域）：裏山も崩壊が顕著な地域、

赤（同、中央の楕円）：宅地の陥没・水平変位による住宅の著し

い被害、黄（同、右側の楕円）：道路面の変状が特に顕著であっ

た範囲、青丸（同、丸印）：写真‑9.7.18 湧水確認地点 

（国土地理院の数値地図 25000(地図画像)を使用）  

図‑9.7.19 山本団地の被害概要 
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 写真-9.7.19 日吉小学校周

辺の道路沿いで生じた段差

による住宅の沈下障害によ

る被害例
（国土地理院の数値地図 25000(地図画像 )を使用）
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図-9.7.27 日吉小学校周辺におけるスウェデン式サウンディング試験結果

図-9.7.26 日吉小学校周辺における地盤調査位置と被害概要
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図-9.7.28 日吉小学校周辺における表面波探査結果
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